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張り手を行う際は親指を軽く添え、もう一方
の指は面で押さえることを意識してしっかり
と張りましょう。 のどぼとけの真上は直接
カミソリを当てるのではなく、皮膚をどちらか
に張り、位置をずらしてから剃りましょう。

軽くマッサージをして、ホットタオルでハーフ
スチームをします。

残った片側も 　と同様にシェービングしま
す。冷めてヒゲが硬くなっている場合はもう
一度ホットタオルでスチームすると剃りやす
くなり、お客様も安心です。

クールタオルをのせて沈静します。

仕上げにアフターシェーブジェル「緩和」を
塗って仕上げましょう（1プッシュが適量）。
ベタつきが気になる場合は乾いたタオルで
軽く押さえてください。

ヒゲの濃い部分を中心に、プレシェーブジェ
ル「軟化」を塗布します（2プッシュが適量）。

ラザーリングで額に泡をのせ、一枚刃で
シェービングします。

額を剃り終えたら、まゆを整えます。まゆの
形は事前にお客様に確認しておきましょう
（勝手に剃ってしまわないよう気をつけましょう）。

タオルを外し、頬からあご下までラザーリン
グを行います。

エフシステムバトラーを使用し、顔の片側を
シェービングします。あご～首にかけては皮膚
が柔らかくヒゲが濃い部分です。毛流れを確
認しながら、やさしく剃り上げましょう。

プッシュハンドで剃る時はなるべく刃を寝か
せましょう。

まゆの形は、フリーハンドで少し刃を立てて
剃るとつくりやすくなります。

持ち方の一例

プレシェーブジェル  軟化

アフターシェーブジェル 緩和 
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1 42 5
3 6

まゆ剃りの手順

ハーフスチーム

額のシェービング

ラザーリング

プレシェーブ まゆのシェービング バトラーでシェービング（1） 沈静

アフターシェーブ

バトラーでシェービング（2）

肌にうるおいを与え、みずみずしく保ちます。
保湿成分ヒアルロン酸配合、無着色・無香料

プロガードアーティストクラブSS

優れた保湿力で肌にハリを与えます。

エフシステム
バトラー

ひたい

ネイティブエッセンス配合（コエンザイムＱ10含有）
弱酸性、無着色・無香料
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目の下～頬の広い部分を一枚刃でシェービ
ング。うぶ毛を処理しましょう。

ホットタオルで拭き取りを行います。　
ホットタオルが熱すぎないように注意しましょう。

耳はマッサージをするような感覚で、カミ
ソリを軽快に運行させましょう。

鼻周りを剃る際は姿勢を変えず、立ち
位置で調整しましょう。

常に剃る方向の正面に立ち、まっすぐ
カミソリを運行させましょう。

上体のみを動かして剃らないよう注意
しましょう。

鼻周りや耳のうぶ毛処理

一枚刃でシェービング

拭き取り

上級
テクニック

素早く快適に
仕上げる！


